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水マネジメント懇談会
１．設置の背景、目的

これまで実施してきたダム等による水資源開発は、都市用水の半分を賄うなど安定した
水の供給の確保 を通じて、我が国の経済社会の発展や国民の生活水準の向上に一定の

役割を果たしてきました。また、具体的に利根川・荒川水系でみると、水資源開発の進捗状
況と用水使用量の実績について、かつてのような著しい需給の格差は減少してきている。

しかしながら、近年においても渇水は頻発しており、また、近年の少雨の頻発等降雨特
性の変化により、 ダム等による水供給の実力の低下も課題となっています。

また、ダム等の完成を前提とした暫定水利に依存している利水者がいる一方で、ダム等
が完成した後も水需要が発生せず水利権の許可を得ていない利水者がいるなど、一つの
水系の中でも地域・用途毎の需給のアンバランスは存在しています。

特に近年においては、社会経済情勢の変化や地方公共団体等の財政状況の悪化等か
ら、ダム等の事業から利水者が撤退することも想定される状況です。

このような背景を踏まえ、改めて、確保すべき利水安全度とそのための負担のあり方、

各利水者の投資に見合った渇水調整のあり方等について、その基本的な考え方を明らか
にすることが必要であり、有識者による「水マネジメント懇談会」を設置し、様々な視点から
検討を進めるものです。



２．主な検討事項

１）確保すべき利水安全度とそのための負担のあり方

・少雨の頻発等、近年における降雨特性の変化も考慮したうえで、各水系もしくは利水
者毎に、どの程度の渇水を対象に安定的な水供給を確保すべきか、そのためには
財政負担は誰が行うかについて、現在の経済社会の動向や水資源開発の状況を踏
まえて検討する。

２）各利水者の投資に見合った渇水調整のあり方

・渇水時における取水制限やダム運用について、各利水者の投資（各利水者がダム
等に確保した利水容量）に対応していないのではないかとの指摘も踏まえ、そのあり
方について検討する。

３．懇談会の進め方

・経済、法律、マスコミ、水資源等の分野に関する学識経験者で構成される

・平成１５年８月を目途に３回程度開催し、検討の成果を取りまとめる

水マネジメント懇談会



第１回水マネジメント懇談会

資 料

平成１５年 ４月２３日



水利用・水供給の現状を評価し、

渇水時の水利用のあり方を検討。

１．懇談会における検討事項
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・水利用の概念図（イメージ）
・水資源開発のしくみ
・水利用・水供給の実態
・渇水の頻発
・水供給の実力低下

１）水利用・水供給の現状

２）渇水時における水利用の調整の現状

３）論 点

２．内 容
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１）水利用・水供給の現状
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（注）１．国土庁調べ
２．1981年(昭和56年)から2000年(平成12年)
の間で上水道について減断水のあった
年数を図示したものである。

資料：平成13年版「日本の水資源」（国土交通省）

最近20年の全国の渇水の発生状況
(1981年(昭和56年)～2000年(平成12年))

8ヵ年

4～7ヵ年

2～3ヵ年

１ヵ年

0ヵ年

人口が集中している大都市や瀬戸内海、離島に
おいて渇水が多く発生。

○渇水の頻発
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※1 国土庁「平成6年列島渇水の概要」
※2 国土庁「平成6年列島渇水の概要」
※3 通商産業省「平成7・8年度渇水による影響の総合的把握と

渇水対策の確立に関する調査報告書」
1都10県1市とは、（埼玉県、千葉県、東京都、愛知県、
三重県、岡山県、広島県、山口県、香川県、愛媛県、福岡県、
福山市）

※4 国土庁「平成6年列島渇水の概要」

（水道用水への影響）
・時間断水、減圧給水等約1600万人に影響（※1）

（工業用水への影響）
・全国226工業用水道のうち、累計77事業に給水制限

（※2）

・1都10県1市の主要187社の被害額は約350億円（※3）

（農業用水への影響）
・全国の農作物への被害額は1400億円（※4）

出典

（平成7年1月17日までの類型）

1994年(平成6年)夏期渇水の影響

○渇水の頻発
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２）渇水時における水利用の調整の現状
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３）論 点

P30





○生活用水、工業用水等の需要に対して安定的な水供給を確保
することは、各利水者の責務。

○全体として水需要に対する水源の確保が追いつかない状況下で、
安定的な水供給を確保するという責務（自己責任）について、
各利水者が個々に判断し、選択することが困難。（水資源開発
による水源の確保を優先。）

・水源の確保による目標（責務）達成について利水者毎のアン
バランスが発生。

・今後確保できる水源に限界があることが明らかに。

○安定的な水供給を確保するために、どのような手法で如何にし
て責務（自己責任）を達成するのかを各利水者がそれぞれの判
断で明確にできる段階に。

○エンドユーザーへのアカウンタビリティを果たしつつ、利水者
毎の判断により様々な手法を選択。

［基本的認識］

［これまでの状況］

［現在の状況］

［今後の方向性］
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琵琶湖の水位シミュレーション
現状需要・現行施設 取水制限なし

少雨傾向によ
り、取水制限
をしない場合
２０年間で４
回 ー１．５ｍ
をこえる




